「山田良政・純三郎兄弟、孫文展示室」紹介 by 武井 義和






















































































































































































































































































































































































































































































息・武氏にわたる親子 2 代、40 年の長きに
わたり祀られ、多くの同窓生も参拝に訪れ
た神社である。 
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 良政は享年 33 歳の若さで戦死したため、
彼に関する資料は少ない。そうしたなかで、


































一方、良政は 1899 年 5 月から 6 月の間
に東亜同文会に入会、同会会員の井手三郎
の勧めで南京同文書院開設のための渡清を
































 良政は享年 33 歳の若さで戦死したため、
彼に関する資料は少ない。そうしたなかで、


































一方、良政は 1899 年 5 月から 6 月の間
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一方、4 月 1 日に臨時大総統を正式に辞職
した孫文は、鉄道網の敷設などの経済建設
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の後、1920 年 12 月に第二次広東軍政府を
樹立した。1921 年 4 月には国会非常会議に
より非常大総統に選出され、翌 5 月軍政府
の取り消しを宣言するとともに、非常大総





















































心）＾ 中 鳩，じ i~I、ク鼻•、























移された。そして同年 6 月 1 日、中山陵に
おいて移霊祭が執り行われた。純三郎も移
霊祭に参列している。 
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